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 ３月２日、本部会議室にて「JR 東労組青年連絡協議会第１３回系統別（検修）意見交換会」を開

催し、各地から検修職場で働く仲間を中心に１１名の仲間が集まり、職場問題や２０２５春のたた

かいなどの意見交換を行いました。※本部青年部の時から継続しているため開催回数は通算 

 職場問題の議論では、要員不足が問題となっており、技術継承が十分に行うことができてい

ない事が出されました。また、パートナー会社からの出向で教育を受けに来ている方に対しても

教育が不十分であるという現実が出されました。その職場現実の中で、次々と施策が打ち出さ

れています。施策の狙いは何なのか？と議論を深めて要員不足の職場現実に対して、「お客さ

まに安全・安定輸送と高品質の車両を提供するよりも人減らしの施策となっているのではない

か」などの意見が出されました。新規加入した仲間から、こんなに働いているのに給料が上がら

ない不満と世間的に信用を失う会社にしてはいけないと思って東労組に加入し頑張っていこう

と決意したことが語られました。 

 春のたたかいを振り返り、青年連絡協議会としては総対話・メッセージ行動を展開してきまし

た。しかし、団体交渉の報告をいただき、「無駄な投資はないというが、まだ使える机を捨てて

新たな机を購入し間内改良をしている」「全く職場を見ていない会社の回答だ」「有価証券報告

書など新たな出さない理由を出してきた」などと出され、会社姿勢への否定感が出されました。

八王子地本武蔵小金井駅の事件含めて、会社姿勢を職場で伝え広めていく事を確認しました。 


